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WACATEにおけるにおけるにおけるにおける
Test.SSFの活用事例の活用事例の活用事例の活用事例

～～～～ WACATEの成長の道標としての成長の道標としての成長の道標としての成長の道標として ～～～～

2011年年年年1月月月月25日日日日

辰巳辰巳辰巳辰巳 敬三敬三敬三敬三 (ASTER)
協力協力協力協力:WACATE実行委員会実行委員会実行委員会実行委員会

JaSST'11 Tokyo
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�

Workshop for Accelerating CApable Testing Engineers

内に秘めた可能性を持つテストエンジニアたちを加速させるための内に秘めた可能性を持つテストエンジニアたちを加速させるための内に秘めた可能性を持つテストエンジニアたちを加速させるための内に秘めた可能性を持つテストエンジニアたちを加速させるための
ワークショップワークショップワークショップワークショップ

� 2007年年年年12月に第月に第月に第月に第1回開催、夏と冬の年二回開催回開催、夏と冬の年二回開催回開催、夏と冬の年二回開催回開催、夏と冬の年二回開催

� 若手若手若手若手 : 35歳以下歳以下歳以下歳以下(大学卒業からおおむね大学卒業からおおむね大学卒業からおおむね大学卒業からおおむね10年程度年程度年程度年程度)

� コンセプトコンセプトコンセプトコンセプト

� 若手が主役若手が主役若手が主役若手が主役(若手による若手のための主体的活動若手による若手のための主体的活動若手による若手のための主体的活動若手による若手のための主体的活動)

� セミナーではなく大規模勉強会セミナーではなく大規模勉強会セミナーではなく大規模勉強会セミナーではなく大規模勉強会

� 参加者、講師、実行委員それぞれが学び成長する場参加者、講師、実行委員それぞれが学び成長する場参加者、講師、実行委員それぞれが学び成長する場参加者、講師、実行委員それぞれが学び成長する場

WACATEとはとはとはとは
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� 2010年年年年12月月月月18日日日日,19日日日日 @マホロバ・マインズ三浦マホロバ・マインズ三浦マホロバ・マインズ三浦マホロバ・マインズ三浦

� 参加参加参加参加 : 44名名名名 (～～～～30歳歳歳歳:17名、名、名、名、31～～～～35歳歳歳歳:17名、名、名、名、36歳～歳～歳～歳～:10名名名名)

「温故知新」をテーマに、テスト技法やその必要性を考えるセッション、「温故知新」をテーマに、テスト技法やその必要性を考えるセッション、「温故知新」をテーマに、テスト技法やその必要性を考えるセッション、「温故知新」をテーマに、テスト技法やその必要性を考えるセッション、
サンプル仕様を使ったテスト設計グループワークなどに取り組みサンプル仕様を使ったテスト設計グループワークなどに取り組みサンプル仕様を使ったテスト設計グループワークなどに取り組みサンプル仕様を使ったテスト設計グループワークなどに取り組み

2日目日目日目日目 : 温己知進温己知進温己知進温己知進-自分を知って進もう自分を知って進もう自分を知って進もう自分を知って進もう-Test.SSFセッションセッションセッションセッション

� モデレータモデレータモデレータモデレータ : WACATE実行委員会実行委員会実行委員会実行委員会 小山小山小山小山 竜治竜治竜治竜治 氏氏氏氏

� Test.SSFによるスキル診断によるスキル診断によるスキル診断によるスキル診断

WACATE2010 冬冬冬冬

この二日間で知ったこと、以前より知っ

ていること、二日間で理解が深まったこ

と、気付いたこと・・・.さまざまな自分に

気付くはずです。

本セッションでは今の自分の力量を知

り、これからどうして行けばよいのかを

今一度考えるセッションです。

問題解決には、まず分かっていること、

分かっていないことを明確にすることが

必要です。

今一度、明確化してみませんか。
撮影：WACATE実行委員会
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Test.SSFの利用範囲の利用範囲の利用範囲の利用範囲(今回今回今回今回)

� システムテストのテスト詳細設計システムテストのテスト詳細設計システムテストのテスト詳細設計システムテストのテスト詳細設計

�システムテストは、たくさんの人がわかりやすい

(設計担当の方も、テスト担当の方にも)

�テスト詳細設計は、参加者がイメージがしやすく、

テスト技法などのスキル項目の判断材料が多い
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テスト詳細設計テスト詳細設計テスト詳細設計テスト詳細設計 第三、四階層第三、四階層第三、四階層第三、四階層(1/2)

� 第三階層、第四階層の２８項目(*)で診断

番号番号番号番号

第三階層第三階層第三階層第三階層

第四階層第四階層第四階層第四階層

X.3.1 準備 テストアーキテクチャ設計成果物を準備する

X.3.2 テストベースを準備する

X.3.3 獲得 テスト対象の仕様を獲得する

X.3.4 分析 テストアーキテクチャに基づきテスト対象の仕様を分析する

X.3.4.1 テスト対象の仕様を分析する

X.3.4.2 仕様に関する質問表を作成する

X.3.5 テスト実行条件を定義する

X.3.5.1 テスト実行における動作条件を定義する

X.3.5.2 テスト実行における制約条件を定義する

X.3.5.3 エラー/異常テスト実行における動作条件を定義する

X.3.6 設計 テストカバレッジを設計する

X.3.6.1 テストカバレッジを決定する

X.3.6.2 網羅基準を決定する

(つづく)

(*)まだ一般的でない「テストアーキテクチャ設計成果物を準備する」を除く
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テスト詳細設計テスト詳細設計テスト詳細設計テスト詳細設計 第三、四階層第三、四階層第三、四階層第三、四階層(2/2)

番号番号番号番号

第三階層第三階層第三階層第三階層

第四階層第四階層第四階層第四階層

X.3.7 設計 テスト条件（確認項目）を設計する

X.3.7.1 テスト条件(確認項目)を設計する

X.3.7.2 テスト条件(確認項目)の優先順位を決める

X.3.8 テストデータを設計する

X.3.8.1 テストデータを設計する

X.3.8.2 テストデータの優先順位を決める

X.3.9 周辺機器を含むテスト実行環境を設計する

X.3.9.1 テスト環境を設計する

X.3.9.2 周辺機器を含むテスト実行環境を設計する

X.3.10 テストハーネスを設計する

X.3.11 作成 テスト詳細設計成果物を作成する

X.3.11.1 テスト条件設計書を作成する

X.3.11.2 テストデータ設計書を作成する

X.3.12 検証 テスト詳細設計成果物を検証する

X.3.12.1 テスト条件設計書を検証する

X.3.12.2 テストデータ設計書を検証する



2

7

Test.SSF計測シート計測シート計測シート計測シート

� WACATE実行委員会で計測シートを作成実行委員会で計測シートを作成実行委員会で計測シートを作成実行委員会で計測シートを作成
氏名氏名氏名氏名：：：：

第一階層
第二階層

第三階層
第四階層 スキル項目

コンポーネントテスト -
結合テスト -
システムテスト -

テスト要求分析 -
テストアーキテクチャ設計 -
テスト詳細設計 -

テストベースを準備する
テストベースの準備 文献調査

テスト対象の仕様を獲得する
テスト対象の仕様獲 インタビュー技法

文献調査
テストアーキテクチャに基づきテスト対象の仕様を分析する モデリング技法

質疑応答技法
テスト対象の仕様を分析する。 静的コード解析

同値分割
境界値分析
ヒューリスティック評価
ファンクションポイント法

仕様に関する質問表を作成 2:中級-自律的に作業を遂行できる

テスト実行条件を定義する ハードウェア利用技術
テスト実行ツール利用技術

テスト実行における動作条件を定義する 2:中級-自律的に作業を遂行できる

テスト実行における制約条件を定義する 2:中級-自律的に作業を遂行できる

エラー/異常テスト実行における動作条件を定義する 2:中級-自律的に作業を遂行できる

テストカバレッジを設計する カバレッジ選定技術
テスト実行ツール利用技術

テストカバレッジを決定する 3:上級-作業を分析し、改善・改良できる

網羅基準を決定する 2:中級-自律的に作業を遂行できる

テスト条件(確認項目)を設計する テスト技法選定技術
モデリング技術

テスト条件(確認項目)を設計する。 テスト条件の設計 テスト技法 Ｎスイッチテスト
エラー推測
機能テスト設計技法
基本比較テスト
境界値分析

2:中級-自律的に作業を遂行できる

2:中級-自律的に作業を遂行できる

1:初級-支援のもとに作業を遂行できる

ScoreScoreScoreScore

1:初級-支援のもとに作業を遂行できる
2:中級-自律的に作業を遂行できる
3:上級-作業を分析し、改善・改良できる
4:最上級-新たな技術を開発できる

○○ ○○

2:中級-自律的に作業を遂行できる

2:中級-自律的に作業を遂行できる

2:中級-自律的に作業を遂行できる

2:中級-自律的に作業を遂行できる

2:中級-自律的に作業を遂行できる

診断結果入力
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計測計測計測計測

� 判断基準は判断基準は判断基準は判断基準はETSSのスキルレベルの定義に準じるのスキルレベルの定義に準じるのスキルレベルの定義に準じるのスキルレベルの定義に準じる

システムテストシステムテストシステムテストシステムテスト

詳細設計スキルチャート詳細設計スキルチャート詳細設計スキルチャート詳細設計スキルチャート

3.00

3.00

2.00

2.62

2.00

2.33

準備

獲得

分析

設計

作成

検証

Your Skill MAX

�記入は15分では終わらず30～40分かかっ

たようです。用語の解釈で悩んだかも・・・
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スキル診断結果の活用スキル診断結果の活用スキル診断結果の活用スキル診断結果の活用

撮影：WACATE実行委員会

�個人ワークによるスキル点検や課題整

理に加え、グループワークで他の人の

意見や助言をもらうのが非常に有効
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集計結果のご紹介集計結果のご紹介集計結果のご紹介集計結果のご紹介

� WACATE2010 冬冬冬冬 参加者プロフィール参加者プロフィール参加者プロフィール参加者プロフィール(44名名名名)

※※※※注意注意注意注意

人数が少なく、参加人数が少なく、参加人数が少なく、参加人数が少なく、参加
者のプロフィールも者のプロフィールも者のプロフィールも者のプロフィールも
多岐に渡ることから、多岐に渡ることから、多岐に渡ることから、多岐に渡ることから、
以降は診断結果の以降は診断結果の以降は診断結果の以降は診断結果の
集計の例として見集計の例として見集計の例として見集計の例として見
てください。てください。てください。てください。

３０歳以下,３０歳以下,３０歳以下,３０歳以下,
１７名１７名１７名１７名

３１－３５歳,３１－３５歳,３１－３５歳,３１－３５歳,
１７名１７名１７名１７名

３６歳以上,３６歳以上,３６歳以上,３６歳以上,
１０名１０名１０名１０名

年代別年代別年代別年代別
参加者数参加者数参加者数参加者数

テスト実施者,
７名

テストエンジニア,
１５名ソフトウェア

開発者,
１３名

その他,
５名

テストマネージャ,
４名

役割別役割別役割別役割別
参加者数参加者数参加者数参加者数

人材派遣,
２名

その他,
１名

技術開発,
５名

受託開発,
６名

製品開発,
１４名

テスト・品質保証,
１６名

担当業務別担当業務別担当業務別担当業務別
参加者数参加者数参加者数参加者数

パッケージ
ソフト開発, ３名

インフラ・ネット
ワーク, ２名 その他,

３名

WEB・オープン系,
１４名

エンプラ系,
３名

組込み系,
１９名分野別分野別分野別分野別

参加者数参加者数参加者数参加者数
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全体集計全体集計全体集計全体集計

� 参加者平均スキルレベル参加者平均スキルレベル参加者平均スキルレベル参加者平均スキルレベル

システムテストシステムテストシステムテストシステムテスト

詳細設計スキルチャート詳細設計スキルチャート詳細設計スキルチャート詳細設計スキルチャート

1.82

1.95

1.83

1.70

1.75

1.77

準備

獲得

分析

設計

作成

検証

Your Skill MAX

Your Skill

準備準備準備準備 1.821 .821 .821 .82

獲得獲得獲得獲得 1.951 .951 .951 .95
分析分析分析分析 1.831 .831 .831 .83
設計設計設計設計 1.701 .701 .701 .70
作成作成作成作成 1.751 .751 .751 .75
検証検証検証検証 1.771 .771 .771 .77

全体全体全体全体 1.771 .771 .771 .77 （（（（MAX : 3.03MAX : 3.03MAX : 3.03MAX : 3.03、、、、MIN : 1.00MIN : 1.00MIN : 1.00MIN : 1.00））））

0 1 2

テストベースを準備する

テスト対象の仕様を獲得する

テストアーキテクチャに基づきテスト対象の仕様を分析する

テスト対象の仕様を分析する

仕様に関する質問表を作成

テスト実行条件を定義する

テスト実行における動作条件を定義する

テスト実行における制約条件を定義する

エラー/異常テスト実行における動作条件を定義する

テストカバレッジを設計する

テストカバレッジを決定する

網羅基準を決定する

テスト条件(確認項目)を設計する

テスト条件(確認項目)を設計する

テスト条件(確認項目)の優先順位を決める

テストデータを設計する

テストデータを設計する

テストデータの優先順位を決める

テスト環境を設計する

テスト環境を設計する

周辺機器を含むテスト実行環境を設計する

テストハーネスを設計する

テスト詳細設計成果物を作成する

テスト条件設計書を作成する

テストデータ設計書を作成する

テスト詳細設計成果物の検証をする

テスト条件設計書を検証する

テストデータ設計書を検証する

項目別スキル評価点項目別スキル評価点項目別スキル評価点項目別スキル評価点全般的にテストカバレッジは不得意分野？

テストハーネスという用語に不慣れ？
テストを実施するために必要なスタブとドライバーから成るテスト環境
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年代別年代別年代別年代別

� 概ね年齢(≒経験)に応じてスキルレベルが向上

0

1

2

3

4
準備

獲得

分析

設計

作成

検証

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

1.4

1.6

1.8

2.0

2.2

2.4

2.6

2.8

3.0

3.2

3.4

3.6

3.8

4.0

準備 獲得 分析 設計 作成 検証

30歳以下

31-35歳

36歳以上

30歳以下 31-35歳 36歳以上
準備準備準備準備 1.411.411.411.41 2.002.002.002.00 2.202.202.202.20

獲得獲得獲得獲得 1.591.591.591.59 2.242.242.242.24 2.102.102.102.10
分析分析分析分析 1.611.611.611.61 1.941.941.941.94 2.012.012.012.01
設計設計設計設計 1.371.371.371.37 1.811.811.811.81 2.092.092.092.09
作成作成作成作成 1.431.431.431.43 1.841.841.841.84 2.132.132.132.13
検証検証検証検証 1.471.471.471.47 1.731.731.731.73 2.372.372.372.37
全体全体全体全体 1.461.461.461.46 1.871.871.871.87 2.122.122.122.12

17名17名17名17名 17名17名17名17名 10名10名10名10名

設計、成果物の
作成のスキルが

やや低い
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役割別役割別役割別役割別

� スキルが、テストマネージャ > エンジニア > 実施者
となるのは経験の差か?

0.0

0.2

0.4

0.6
0.8

1.0

1.2

1.4

1.6

1.8
2.0

2.2

2.4

2.6

2.8

3.0

3.2
3.4

3.6

3.8

4.0

準備 獲得 分析 設計 作成 検証

テスト実施者

テストエンジニア

テストマネージャ

ソフトウェア開発者
0

1

2

3

4
準備

獲得

分析

設計

作成

検証

テスト実施者 テストエンジニアテストマネージャソフトウェア開発者

準備準備準備準備 1.141.141.141.14 2.002.002.002.00 2.502.502.502.50 1.691.691.691.69
獲得獲得獲得獲得 1.291.291.291.29 2.002.002.002.00 2.752.752.752.75 2.002.002.002.00
分析分析分析分析 1.141.141.141.14 1.821.821.821.82 2.322.322.322.32 2.022.022.022.02
設計設計設計設計 1.331.331.331.33 1.631.631.631.63 2.372.372.372.37 1.671.671.671.67
作成作成作成作成 1.431.431.431.43 1.841.841.841.84 2.422.422.422.42 1.671.671.671.67
検証検証検証検証 1.671.671.671.67 1.711.711.711.71 2.252.252.252.25 1.671.671.671.67

全体全体全体全体 1.331.331.331.33 1.751.751.751.75 2.382.382.382.38 1.771.771.771.77

7名7名7名7名 16名16名16名16名 4名4名4名4名 13名13名13名13名
ソフトウェア開発者と
テストエンジニアの差

は見られず

役割 30歳以下 31-35歳 36歳以上

テストマネージャ 3 1
テストエンジニア 6 6 3
テスト実施者 6 1
ソフトウェア開発者 5 6 2
その他 2 3
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担当業務別担当業務別担当業務別担当業務別

� テスト・品質保証担当のスキルが高くなっているのは
当然の結果?
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製品開発 技術開発 受託開発 テスト・品質保証

準備準備準備準備 1.711.711.711.71 2.202.202.202.20 1.671.671.671.67 1.941.941.941.94
獲得獲得獲得獲得 1.931.931.931.93 2.202.202.202.20 2.002.002.002.00 1.941.941.941.94
分析分析分析分析 1.801.801.801.80 1.971.971.971.97 1.811.811.811.81 1.801.801.801.80
設計設計設計設計 1.741.741.741.74 1.631.631.631.63 1.591.591.591.59 1.781.781.781.78
作成作成作成作成 1.711.711.711.71 1.601.601.601.60 1.721.721.721.72 1.901.901.901.90
検証検証検証検証 1.621.621.621.62 2.132.132.132.13 1.671.671.671.67 1.941.941.941.94

全体全体全体全体 1.751.751.751.75 1.831.831.831.83 1.701.701.701.70 1.841.841.841.84

14名14名14名14名 5名5名5名5名 6名6名6名6名 16名16名16名16名
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分野別分野別分野別分野別

� 今回は、組込み系 > WEB・オープン系 となったが、
年齢構成の影響?
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組込み系 WEB・オープン系エンプラ系 パッケージソフト開発インフラ・ネットワーク

準備準備準備準備 1.891.891.891.89 1.641.641.641.64 2.332.332.332.33 1.331.331.331.33 1.501.501.501.50

獲得獲得獲得獲得 1.891.891.891.89 1.861.861.861.86 2.672.672.672.67 1.331.331.331.33 2.502.502.502.50
分析分析分析分析 1.931.931.931.93 1.701.701.701.70 2.052.052.052.05 1.241.241.241.24 1.711.711.711.71
設計設計設計設計 1.861.861.861.86 1.461.461.461.46 1.691.691.691.69 1.361.361.361.36 1.691.691.691.69
作成作成作成作成 1.951.951.951.95 1.451.451.451.45 2.442.442.442.44 1.561.561.561.56 1.331.331.331.33
検証検証検証検証 1.951.951.951.95 1.521.521.521.52 2.332.332.332.33 1.221.221.221.22 1.001.001.001.00
全体全体全体全体 1.901.901.901.90 1.561.561.561.56 2.032.032.032.03 1.331.331.331.33 1.611.611.611.61

19名19名19名19名 14名14名14名14名 3名3名3名3名 3名3名3名3名 2名2名2名2名

分野 30歳以下 31-35歳 36歳以上

組込み系 4 9 6
WEB・オープン系 10 3 1
エンプラ系 1 2
パッケージソフト開発 2 1
インフラ・ネットワーク 2
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参加者の感想参加者の感想参加者の感想参加者の感想(1/2)

� 項目の表現や用語について理解できましたか？項目の表現や用語について理解できましたか？項目の表現や用語について理解できましたか？項目の表現や用語について理解できましたか？

⇒ できた：16名、理解に困った：18名、回答なし：9名

<<<<主な感想主な感想主な感想主な感想>>>>

� 各診断項目や，スキル項目で，理解できない部分があっ
た。その部分が弱いところなのだと思う。

� スキル項目が多く、知っているものと知らないものがあり、
判定に迷った。

� JSTQBの用語の理解が必須だと感じた。

� 理解できた。個々の項目の解説を加えておくことで診断の
精度があがりやすいと思う。

� 理解できたが、本当の深みがある理解ができているかどう
かを再確認する必要があると思った。
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参加者の感想参加者の感想参加者の感想参加者の感想(2/2)

� テストのスキル診断をしてみてどう思いましたか？テストのスキル診断をしてみてどう思いましたか？テストのスキル診断をしてみてどう思いましたか？テストのスキル診断をしてみてどう思いましたか？

<<<<主な感想主な感想主な感想主な感想>>>>

� 予想以上に得点が低いのにはがっかりしたが、自分の現
状がわかりやすく数値化されたのはよかった。

� 自信を持っていた項目が，あまり気にしていなかった項目
より低いという結果になり新たな気付きがあった。

� テストのスキルについて自己評価でき、他の人と議論がで
きるのが良い。

� シンプルなチャートでまとめられたことによって、自分の目
標をシンプルにまとめやすいと思った。

� 「知らない」と「分からない」は違う。「知らない」から「分から
ない」に変わったので次は「知っている」にステップアップし
たいと思います。
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まとめまとめまとめまとめ

� Test.SSFによるスキル診断で

� 自己のスキルレベルが確認できる。

� 組織やグループで診断、議論することでレベル合わせが
でき、更にスキル向上の道筋が見える。

日本のテスト技術の向上のために、日本のテスト技術の向上のために、日本のテスト技術の向上のために、日本のテスト技術の向上のために、Test.SSFの確立、の確立、の確立、の確立、
改良を進めますのでご協力よろしくお願いします。改良を進めますのでご協力よろしくお願いします。改良を進めますのでご協力よろしくお願いします。改良を進めますのでご協力よろしくお願いします。

ご静聴ありがとうございました。ご静聴ありがとうございました。ご静聴ありがとうございました。ご静聴ありがとうございました。

� Test.SSF自体のブラッシュアップが必要

� 使用する用語の洗練

� スキル項目に対して解説や実例を補足


